
現在使用されている主なフロン類及び転換候補のＧＷＰ値

ＧＷＰ値

１００

HFC404a:3,922（冷媒）
※R125,R134a,R143aの混合

HFC410a:2,088（冷媒）
※ R32,R125の混合

HFC134a:1,430（冷媒、噴射剤）

HCFC22:1810（冷媒）

HFC143a:4,470（冷媒）

HFC152a:124（噴射剤）

HFC245fa:1,030（発泡剤）

HFC365mfc:794（発泡剤）

HFO1234yf:<1（冷媒）

現在使用されている主なフロン類

HFO1234ze:<1（冷媒）

HFO1233zd:<5（冷媒、発泡剤）

CO2:1（冷媒、断熱剤、
噴射剤等）

ブタン:15（冷媒）

イソブタン:4（冷媒）

プロパン:3（冷媒）

HFO系等

炭化水素等

GWPが1,000以上のもの

GWPが100～1,000のもの

GWPが100未満のもの

１０００

シクロペンタン:11（断熱材）

フロン類製造業者等が

フロン類の代替候補として
様々な物質について

研究開発中

不燃のものが多い

フロン類製造業者等が
フロン類の代替候補として

様々な物質について
研究開発中

燃焼性をもつものが多い

HFO系混合剤等

HFC32:675（冷媒）

－凡例－

※現状、我が国において大量に使用されているフロン類は、
全てＧＷＰ値が１００を超えている。

転換

転換

※GWP値は基本的に全てIPCC Fourth Assessment Report (AR4)の値を採用している。ただし、HFO系物質はAR4にGWP値の掲載がないため、IPCC Fifth Assessment Report (AR5)の値を採用している。
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換

当
面
の
転
換

アンモニア:1桁（冷媒）
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